
⑦選択金の違いによる、社会保険料・税金の減額と厚生年金受給減額具体例

具体例　収入：基本給180,000円/月   諸手当 30,000円/月、  賞与540,000円/年
20歳から65歳まで45年間（540か月）厚生年金を納めたものとして計算

【１ヶ月当たりの社会保険及び税金の減額】

健康・介護
保険

厚生年金 雇用保険

-       210,000            220,000 12,540      20,130      1,260        3,727      9,883      47,540     ー

20,000   190,000            190,000 10,830      17,385      1,140        3,281      8,950      41,586     5,954      

45,000   165,000            170,000 9,690        15,555      990          2,642      7,587      36,464     11,076     

【１ケ月当たりの厚生年金 受給額の減額】

選択金
1ケ月当たり
の厚生年金
受給減額

厚生年金
受給減額

-       220,000＋540,000÷１２＝265,000 1,452 ー ー

20,000   190,000＋540,000÷１２＝235,000 1,288 164         88,560     

45,000   170,000＋540,000÷１２＝215,000 1,178 274         59,400     

※１　平均標準報酬額＝標準報酬月額＋標準賞与額÷１２
※２　１カ月当たりの厚生年金受給増＝平均標準報酬月額×5.481÷1000

減額計

235,000×5.481÷1000= 695,520

215,000×5.481÷1000= 636,120

選択金 報酬月額 標準報酬月額 所得税 住民税
保険料・税

金合計

社会保険料

※１　平均標準報酬額
※２　1ケ月当たりの厚生年金受給増

額
45年間納付後の年間

厚生年金受給額

265,000×5.481÷1000= 784,080


